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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

藤
ふじい
井　精

せいしち
七　議員

子
ど
も
の
貧
困
調
査
は

子
育
て
支
援
課
を
中
心
に
早
急
に
調
査

藤
井　
６
人
に
１
人
が
貧
困

状
況
に
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、

国
の
最
優
先
の
課
題
で
す

が
、
実
態
を
つ
か
む
の
に

は
、
全
て
の
子
ど
も
を
把
握

で
き
る
義
務
教
育
課
程
が
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
子
ど
も
達
の
貧
困
問
題
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

教
育
長　
平
成
24
年
度
の
厚

生
労
働
省
実
施
の
国
民
生
活

基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
平
均

的
な
所
得
の
半
分
を
下
回
る

世
帯
で
暮
ら
す
、
18
歳
未
満

の
子
ど
も
の
割
合
を
示
す
子

ど
も
貧
困
率
は
、
16.3
％
、
全

国
で
は
実
に
300
万
人
以
上

で
、
平
成
15
年
か
ら
徐
々
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
関
し
て
、
町
で
は
国

の
「
子
供
の
未
来
応
援
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
事

業
」
を
活
用
し
、
貧
困
世
帯

の
実
態
調
査
・
分
析
、
支
援

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
町
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
支
援
団

体
、
行
政
の
支
援
体
制
な
ど

の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
体
制
の
整
備
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

藤
井　
６
年
連
続
の
実
質
賃

金
の
低
下
の
実
情
か
ら
す
る

と
、
父
兄
の
負
担
は
相
当
に

な
る
と
思
う
。

　
今
日
の
平
均
的
収
入
を
考

え
た
時
、
中
学
校
入
学
時
の

経
費
負
担
を
教
育
長
は
ど
の

よ
う
に
思
う
か
伺
う
。

教
育
長　
中
学
校
入
学
に
係

る
一
般
的
経
費
、
学
生
服
、

ス
ポ
ー
ツ
用
具
、
鞄
等
、
男

子
生
徒
約
８
万
５
千
円
、
女

子
生
徒
約
８
万
円
、
ほ
か
に

自
転
車
購
入
費
が
入
学
時
の

必
要
経
費
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
給
食
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
等
の
学
校
生
活
の
諸
経

費
等
、
一
度
に
支
払
い
が
生

じ
る
入
学
経
費
額
に
つ
い
て

は
、
負
担
を
感
じ
て
い
る
家

庭
も
多
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
で
は
こ
れ
ら
の
経
費
の

一
部
を
ひ
と
り
親
家
庭
や
一

定
の
収
入
基
準
内
の
保
護
者

中
学
生
海
外
派
遣
希
望
者
全
員
の
受
入
は

等
を
対
象
に
、
就
学
援
助
制

度
に
よ
り
助
成
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
学
校
や
町
の
広
報
で
、
保

護
者
の
皆
様
に
情
報
の
提
供

を
図
っ
て
い
ま
す
。

藤
井　
当
初
は
参
加
者
が
集

ま
ら
ず
苦
労
し
た
。
い
っ
そ

中
止
し
て
予
算
を
修
学
旅
行

の
一
部
と
し
て
平
等
に
助
成

し
た
ら
、
父
兄
に
喜
ば
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
言
う
よ
う

な
一
般
質
問
を
し
た
時
も
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
希
望
者

が
多
く
、
抽
選
で
す

が
、
応
募
生
徒
の
願

い
を
実
現
す
る
思
い

も
あ
り
ま
す
。

教
育
長　

海
外
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

や
、
異
文
化
の
体
験

を
通
じ
て
、
国
際
的

な
視
野
を
持
っ
た
心

豊
か
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
平
成
12

年
度
よ
り
中
学
２
年

生
を
対
象
に
実
施
。

当
初
は
団
員
20
名
で
、
近
年

は
、
募
集
定
員
を
上
回
る
応
募

状
況
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
平

成
26
年
度
よ
り
、
定
員
を
10

名
増
や
し
、
30
名
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
海
外
研
修
で
は
３
泊

４
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修

を
重
点
に
置
い
て
進
め
、
参

加
団
員
の
英
語
力
向
上
が
一

番
の
目
的
で
す
。

　

定
員
が
30
名
よ
り
増
え
た

場
合
、
バ
ス
の
台
数
や
随
行

員
の
人
数
の
増
加
に
よ
る
総

事
業
費
の
増
加
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
大
き
な
課
題
は
、

生
徒
の
安
全
面
や
海
外
研
修

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
先
の
確
保
、
受
け
入
れ
可

能
な
人
数
を
見
極
め
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

貧
困
の
調
査
は

中
学
校
入
学
時
の

�

経
費
負
担
は

ケアンズ（マンガリーフォールズ）




